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第1回　 (4/ 24) サポートを始めよう・ピア・サポート・トレーニングの説明と目的
第2回 (5/  1) 自分を知ろう・自分が考えている自分と他者が考えている自分の違い
第3回　 (5/ 15) サポートについて学ぼう・援助の基本的な考えを学ぶ
第4回 (5/ 22) 上手な話し方・上手な話し方のロールプレイ
第5回　 (5/ 29) 上手な話しの聴き方・上手な話しの聴き方のロールプレイ
第6回 (6/   5) 話し合ってみようPART1・自分や相手を大切にする話し合いの仕方を体験する
第7回　 (6/  12) 話し合ってみようPART2・自分の意見を主張し，他者の意見を受け入れるを体験する
第8回 (6/  26) 解決策を考える・グループで様々な問題解決策を考える
第9回　 (7/ 10) 紙上相談・友達同士で相談したりされたりの体験と守秘義務について
第10回 (7/ 17) ピア・サポートを振り返って・サポーターとしての門出  
実施時期は，第 1 回目の4月下旬から第10回目の7月中旬であった。ピア・サポート・トレーニングを実施
した大学生は，地方大学心理学科の大学生と大学院生を合わせて10名であり，2班に分かれて4学級で実施した。
1 組と 2 組，3 組と 4 組は同じ学生のグループが指導した。事前準備やプログラムの作成は指導教員のもとで行
われ，毎回のピア・サポート・トレーニング終了後には，実施中学校の教師も参加した反省会で，実施した内容
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                    2  １  0  -１  -2  
 積極的に取り組めた                   取り組めなかった 
 目的が理解できた                    理解できなかった 
 間違いを気にせず発表できた               発表できなかった 
 ひとの意見を大切にできた                できなかった 
 今日の活動で学んだことを活かせそう             活かせそうにない 


























101)＝4.007 ;  3.800 ;  4.316 ;  4.360 ;  2.984 ;  4.604）。Ryan法による多重比較の結果，積極的参加，目的 
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表2 「振り返りシート」の項目別平均値（ＳＤ）
項目 1組(n=26) 2組(n=25) 3組(n=22) 4組(n=32)
積極的参加 4.12 (0.82) 4.34(0.53) 3.77(0.69)  4.34 (0.52) 
目的理解 4.15 (0.92) 4.50 (0.43) 3.92 (0.77) 4.45 (0.51)
発表 4.01 (0.86) 4.26 (0.54) 3.66 (0.87) 4.31(0.52)
他者尊重 4.20 (0.79) 4.41 (0.50) 3.80 (0.81) 4.40 (0.53)
活用意欲 4.10 (0.90) 4.34 (0.49) 3.81 (0.76) 4.29 (0.51)
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較（Ryan 法）の結果，次のようなことが明らかになった。（1）時期別に学級の効果をみると，事前では 4 組は
3 組より有意に高く，事後とフォローアップでは学級の違いは有意ではなかった。（2）学級別に時期の効果をみ
ると，1組で事後からフォローアップへ有意に低下していた。 
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表4　各学級における質問紙の尺度別，平均値（ＳＤ）
尺度 時期 1組(n =36) 2組n =32) 3組(n =31) 4組(n =36)
自己効力感 事前 4.55(0.76) 4.16(0.87) 4.06(1.24) 4.70(0.65)
事後 4.79(0.76) 4.34(1.06) 4.19(1.06) 4.60(0.84)
フォローアップ 4.28(0.91) 4.46(0.86) 4.17(1.06) 4.45(0.81)
自尊感情 事前 3.83(1.12) 3.47(0.94) 3.70(1.04) 4.26(0.74)
事後 4.14(1.08) 4.01(1.04) 3.88(1.13) 4.36(0.85)
フォローアップ 3.42(1.00) 3.85(1.13) 3.67(0.95) 4.16(0.81)
社会性 事前 4.32(0.66) 4.20(0.79) 4.08(0.96) 4.69(0.65)
事後 4.71(0.62) 4.54(0.99) 4.37(0.91) 4.72(0.66)
フォローアップ 4.20(0.74) 4.51(0.81) 4.16(0.91) 4.66(0.57)
サポート入手可能性 事前 4.27(1.13) 4.29(1.11) 4.23(1.28) 4.84(0.72)
事後 4.75(0.98) 4.73(1.01) 4.42(1.04) 4.43(0.72)
フォローアップ 4.38(0.80) 4.23(1.37) 4.32(1.16) 4.53(0.78)
サポート提供可能性 事前 4.59(0.90) 4.28(1.20) 4.43(1.26) 5.14(0.73)
事後 4.94(0.70) 4.51(1.23) 4.28(1.21) 4.67(0.76)
フォローアップ 4.38(0.96) 4.26(1.35) 4.24(1.12) 4.64(0.87)
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Effects of peer support program for 7th grade students by undergraduate students (3) 
Teruya Shimooka・Yuichi Kotegawa・Yoshihiro Okazaki・Fumiko Matsuda 
The aim of this paper was to clarify relations between the attitude on participating in the peer support 
program as a class and the effects of the program for 7th grade students (N=151) who belonged to four classes. 
The program consisted of ten trainings that were carried out for three months. The attitude of the classes 
was measured by the following six questions that were answered at the end of each training by all the 
students: questions about willingness to participate in that day’s training, expressing own opinions, 
respecting for others’ opinions, using the training contents in future, and following the classes’ rules for the 
program that they made in the first training. The effects of the program were measured by self-rating a 
questionnaire about self-efficacy, self-esteem, sociability, and possibility of providing and getting classmates’ 
supports, just before the start of the program, just after the end of it, and about four months later after the 
end of it. The results suggested the strong and a little complicated relations between them. 
（指導教員：松田文子） 
 
